
 

船舶インシデント調査報告書 

平成２９年１１月１５日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

インシデント種類 運航不能（機関故障） 

発生日時 平成２９年６月２９日 １４時１５分ごろ 

発生場所 山口県山口市赤石鼻南方沖 

草山
くさやま

埼灯台から真方位１５３°１,６５０ｍ付近 

 （概位 北緯３３°５８.３′ 東経１３１°２６.９′） 

インシデントの概要 引船第十六柏
はく

洋
よう

丸は、西進中、主機の運転ができなくなり、運航不

能となった。 

インシデント調査の経過 平成２９年８月４日、主管調査官（門司事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

引船 第十六柏洋丸、１９トン 

 ２９２－４０４２１山口、柏洋建設株式会社 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型 

 負傷者 なし 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 東北東、風力 ４、視界 良好 

海象：波高 約１.０ｍ 

 インシデントの経過 

 

本船は、船長が１人で乗り組み、山口県周防
す お う

大島町久賀
く か

港に向けて

赤石鼻南方沖を西進中、船長が、左舷側にある主機冷却水の排出状況

を確認したところ、冷却水が排出されていないことを認め、直ちに主

機を停止した。 

船長は、主機冷却清水ポンプの状態を確認し、主機の運転ができな

いと判断し、船舶所有者に連絡して救援を要請した。 

本船は、来援した救助船にえい
．．

航されて山口市秋穂
あ い お

港に入港した。 

本船は、機関整備業者が、主機冷却清水ポンプを開放して点検した

ところ、同ポンプの駆動軸受けが焼損していたことを確認し、後に修

理された。 

分析  本船は、赤石鼻南方沖を西進中、主機冷却清水ポンプの駆動軸受け

が焼損したことから、主機の運転ができなくなり、運航不能となった

ものと考えられる。 

原因 本インシデントは、本船が、赤石鼻南方沖を西進中、主機冷却清水

ポンプの駆動軸受けが焼損したため、主機の運転ができなくなったこ

とにより発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・機関取扱説明書に記載されている定期点検及び発航前点検を行う

こと。  


